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3.2  効果的な理解増進活動のあり方 

3.2.1  理解増進活動の問題点・課題と解決の方向性 

(1)  理解増進活動における問題点・課題 

2.1「理解増進活動の事例収集及び分析評価・問題点の抽出」の調査結果（得られた効

果的手法の知見から反射的に抽出されるポイントを含む）から、理解増進活動において

は、一般に以下のような問題点・課題があると、その効果が十分に発現しないと考えら

れる。 

 活動のターゲット（対象）が十分に留意されていない。 

 科学や技術について、伝える相手に対するアプローチ（伝え方等）の配慮が不十分

である。 

 興味関心を惹起させる工夫・演出が不十分である。 

 活動に参加しても一過性の興味喚起に留まり、理解増進効果が継続・定着しない。 

 活動自体の情報発信（活動で取り上げる科学技術分野・テーマを含む）が不足して

いる。 

 活動のための予算、人員、組織等の資源が不足している。 

 活動の評価（特に理解増進効果）が十分に行われていない。 

 

 活動のターゲット（対象）が十分に留意されていない。 

 伝える相手が誰なのかが曖昧なまま、何をどのように伝えるかを的確に決めることは

難しい。 

 ターゲット（対象）をはっきり絞り込まずに、有効な活動を展開しているように見える例で

も、暗黙上、意識・想定されていることも多く、又は、活動自体の独自の狙いを明確にし

ているなど特別の留意を保持している。通常は、活動のターゲットが留意されていない

とうまくいかないケースが多い。 

 

 科学や技術について、伝えようとしている相手に対するアプローチの考慮（情報の受け手

にとっての感覚・意味・理解等を考慮した伝え方等）が不十分である。 

 専門家と一般市民とでは、興味を抱くポイントが異なるため、専門知識を持たない人を

対象に、科学技術について伝えようとするには、情報の受け手・聞き手にとっての感

覚・意味・理解等を考慮して、伝える内容水準や伝え方を吟味する必要がある。 

 伝えようとしている内容水準や伝え方が、聞き手の関心に合っていないことは、活動の

失敗原因となる。 

 従来、「分かりやすく伝える」ということについて、単に伝える内容を平易な言葉に置き

換える傾向があったが、それでは不十分である。 

 また、情報発信者側から科学や技術を一方通行で伝えることに注意が集中しがちで、
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情報の受け手が抱く感動や意味の喚起に配慮したアプローチが不十分である。 

 

 興味関心を惹起させる工夫・演出が不十分である。 

 誰にとっても興味の対象が数多くある中で、理解増進活動が扱うトピックに注意を向け

てもらうには、それなりの工夫・演出が必要である。 

 理解を増進するという発信側の目的を拙速に達成しようとして、説明・解説を展開する

ばかりでは、一部の高関心層以外には敬遠されてしまう。 

 

 活動に参加しても一過性の興味喚起に留まり、理解増進効果が継続・定着しない。 

 博物館、科学館を利用したり、科学イベント等に参加しても、その時だけ楽しんで完結

してしまいがちである。これは、その活動の満足度という意味では必ずしも失敗ではな

いが、理解増進の観点からみると十分な効果を得られているとは言えない。 

 

 活動自体の情報発信（活動の科学技術分野・テーマを含む）が不足している。 

 理解増進活動本体をどうするかということで精一杯で、活動の情報発信にまで十分に

手が回らないケースが見られる。 

 活動がどれほど魅力的でも、その存在が多くの人々に知られなければ、本来望まれる

水準の利用・参加者数が得られず成果は望めない。 

 また、活動の認知だけでなく、その活動で取り上げられる科学技術分野やテーマの認

知や社会的理解が低いと同様の結果がもたらされる。 

 

 活動のための予算、人員、組織等の資源が不足している。 

 予算、人材、人員、組織等の資源不足は、活動展開の根本的な障害となる。 

 中長期的な視点が欠かせず、地道で継続的な取り組みを要する理解増進活動におい

ては、とりわけ資源不足は効果を低下させる原因となる。 

 事業の中に理解増進活動が明確に位置づけられていないと、資源不足が発生しがち

である。 

 

 活動の評価（特に理解増進効果）が十分に行われていない。 

 理解増進活動への社会的な支持を獲得するために、そして活動内容を継続的に改善

していくためには、適切な評価プロセスが役に立つが、これまでは、評価プロセスを効

果的に設計し、理解増進活動に欠かせない要素として組み込むには至っていない。 

 個々の活動でアンケートを実施しても、十分に評価、検証して、次に役立てるというプ

ロセスを確立するには至らず、活動とアンケートをやりっ放しにするケースも見られる。 

 また、個々の活動については評価を実施して、以後の活動に活用している場合でも、

その活動の満足度の一過性の評価と改善策の検討に留まり、その活動がもたらす理
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解増進効果を把握、評価検証し、それに基づいて効果的な理解増進活動につなげて

いくことはできていない。 

 

 

(2)  課題解決の方向性 

調査結果及び有識者委員会での検討を踏まえ、(1)で挙げた理解増進活動の問題点・課

題の解決の方向性を以下の通り提言する。 

 活動のターゲット（対象）をできるかぎり明確に意識する。 

 伝えるテーマや内容を活動のターゲット（対象）に適合させる。 

 活動への参加、利用意欲を刺激するための工夫・演出を施す。 

 理解増進効果を継続・定着させていくための仕組み・工夫を施す。 

 活動自体（活動で取り上げる科学技術分野・テーマを含む）の広報を積極的に行う。 

 活動のための仕組みづくりを行い、単独では不足する部分を補い合う連携を推進す

る。 

 理解増進効果を含めた活動評価プロセスを導入し、継続的にその水準を高める。 

 

 活動のターゲット（対象）をできるかぎり明確に意識する。 

 活動のターゲット層を可能なかぎり明確に意識することが求められる。 

 必ずしも、対象を「年齢層」や「学年」、「性別」などの基本属性で絞ることのみを意味し

ない。「理科への関心度」「関心のある科学技術分野」といった想定や、「小学生とその

両親」といった組み合わせなども考えられる。 

 肝心なのは、活動の相手がいったい誰なのかを、活動を行う主体がきちんと意識して

いることである。 

 ある特定のターゲット層に向けて企画したものが、思いがけず別の層にも支持される、

ということは珍しくない。ターゲット層を明確にし、その関心やニーズに応じて主題を十

分に吟味した理解増進活動には、思わぬ副産物が生まれる可能性が十分にある。 

 また、継続性のある活動など活動形態によっては、活動に参加することによって当初

のターゲット像から変容していくことにも留意する必要がある。例えば、サイエンスカフ

ェでは回を重ねるうちに参加者が固定化され、セミプロ化、カルチャースクール化しが

ちになることが指摘されている。 

 

 伝えるテーマや内容水準を活動のターゲット（対象）に適合させる。 

 一般市民は、科学技術に関連する話題への関心の持ち方が、いわゆる専門家（研究

者、技術者など）とは異なるため、設定したターゲット層の関心やニーズに応じて、活動

のテーマ・内容水準を吟味する必要がある。 

 テーマ・内容について、「何を扱うか」（内容）と同じくらい、「どのように扱うか」（伝え方）、
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主題へのアプローチ方法に留意することが重要である。同じテーマでも、取り上げ方に

よって、受け手にとっては全く違うものになる。 

 単に科学技術について伝える内容を平易な言葉に置き換えて分かりやすくしようとす

るだけでは不十分である。ターゲット層の関心やニーズに対応した訴求ポイントを設定

し、それに基づいて情報を加工し、伝え方を工夫することが求められる。 

 例えば、科学や技術と現実の世界との関連性に力点を置くことによって、一般の方々

に「自分と関係がある」と感じてもらうことは効果的である。自分の生活に対して何らか

の影響があることが分かれば、興味関心は喚起されやすい。言葉の使い方など、細か

い点を工夫することによって、身近さを印象付けることもできる。 

 また、科学技術自体の解説をするにも、技術的な側面についての言及は最低限にとど

め、研究の意義と研究者の思い、成果が出るまでの様々な試行錯誤など、科学技術

のより人間的な面に光を当てることも効果的である。これにより、受け手がテーマに感

情移入するきっかけを提供できる。 

 

 活動への参加、利用意欲を刺激するための工夫・演出を施す。 

 一人ひとりの限られた生活時間の中で、理解増進活動に注意を向け興味を抱いてもら

うために、利用・参加する価値を見出してもらうような工夫・演出が求められる。 

 こうした工夫・演出におけるキーワードは、希少性である。他にはなかなかない機会だ

と感じさせる要素を作れるかどうかが、成否を分ける。 

 また、理解増進活動は中長期的な視点が必要である。「理解を増進する」という発信側

の目的を達成しようとして、拙速に説明・解説を展開するだけでは、興味関心の入口に

も立ってもらうことができない。まず、注意をひいて興味や好奇心を抱いてもらうことが

肝要である。 

 例えば、実物など珍しいもの・貴重なものの提示、体験機会の提供、研究者と直接接

触できる場の提供、科学への参加意識を持ってもらう仕掛けの提供、娯楽性の提供、

新しい表現法など意外な見せ方での発信、など、様々な効果的な方法がある。 

 

 理解増進効果を継続・定着させていくための仕組み・工夫を施す。 

 理解増進の観点からは、個々の活動に参加したときに興味関心を持ってもらうだけで

なく、参加の後でも、その興味関心を継続してもらう仕掛け、仕組み、工夫が求められ

る。また、自発的に興味や理解を深め、自身の関心事を科学的に見る視点や、生活の

中での科学的リテラシーを獲得してもらえるようになることが望ましい。 

 例えば、興味関心の芽生えを次につなげてもらう工夫には、実物を魅力的に演出して

提示することで感動を与える方法や、現象の本質に接触・体験してもらって驚きや疑問

を引き出す方法、第一線の研究者との直接対話でインパクトを与える方法などが効果

的である。 
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 また、興味関心や理解を自発的に深めてもらうには、継続的な学習支援を提供する仕

組み、プログラムを提供することも効果的である。 

 その際、児童・生徒に対して学校教育と連携を図りながら提供する方法や、一機関で

は提供が困難な場合や、学習内容に広がりを持たせるための工夫として、複数の機関

や人材が連携してプログラム開発、提供する方法もある。 

 理解増進効果の広がり、定着に向けては、活動の利用・参加者自身が興味関心を深

めていくだけではなく、周囲の家族や友人、同僚などにも興味関心の輪を広げていって

もらえるようになることも望まれる。 

 例えば、実験・工作教室での製作物等の持ち帰り、家や学校で再現できるガイドブック

の配布、興味を持ったことについて家や学校で日常的に触れられるようにするグッズ

の開発、日常生活に関連付けた科学の話題を扱った広報誌等の提供など、科学や技

術について、日常から家や学校で接することができるようにする工夫や、周囲と会話を

するきっかけとなる材料を提供する工夫などが効果的である。 

 

 活動自体（活動で取り上げる科学技術分野・テーマを含む）の広報を積極的に行う。 

 理解増進の効果を得るには、まず参加したもらう必要がある。活動自体を認知してもら

えるよう広報活動、プロモーション活動を併せて行うことが求められる。 

 認知向上には、一般に、広告出稿や記者対応を通じた記事露出などマスメディアを活

用する方法が有効である。また、比較的、興味関心のある対象への継続的なフォロー

アップには、広報誌・Web サイトをはじめとする独自メディアの活用が有効である。最近

では、メールマガジンや、RSS 配信を活用した新着情報発信の工夫も見られる。 

 チラシの配布は、ターゲット層に応じて、到達経路を吟味することで効果を上げること

ができる。 

 特にイベントについては、その地域における広報や、ターゲット層が接触しやすいコミュ

ニティや場における情報発信が重要である。例えば、地域であれば公民館等へのポス

ター掲載、地域コミュニティ誌への掲載やチラシの折込みなどが考えられる。活動の認

知向上で重要な役割を果たすものの 1 つに口コミがあるが、その促進にも資する。 

 

 活動のための仕組みづくりを行い、単独では不足する部分を補い合う連携を推進する。 

 中長期的な視点が欠かせない理解増進活動の効果を高めるには、組織として理解増

進活動を支える仕組み・体制を整えていくことが非常に重要である。できれば、事業活

動の中に理解増進活動を明確に位置づけて、予算や人員等の資源配分をする土台を

築くことが望ましい。 

 組織体制、人員配置でも、例えば、事務系人員と研究系人員の有機的連携や、科学コ

ミュニケータ等の科学技術情報発信・コミュニケーション活動の素養を持つ人材の活用、

さらに、表現やデザインに優れた人材の活用など、資源配分とともに組織上、人材活
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用上の工夫を施すことが効果的である。 

 またこのことは、理解増進活動を担う人材は一朝一夕に育成できるものではないこと

から、昨今、大学や博物館などで養成されている科学コミュニケータ等の人材を積極

的に活用することで、継続的にノウハウが蓄積されていく環境整備を行う観点からも重

要である。 

 しかし、現実に予算的にも人員的にも厳しい状況にある現状では、他の組織や外部の

個人との連携を図って、効率的に理解増進活動の効果を上げていくことが鍵になる。 

 連携先組織としては、単に他の研究機関や科学館・博物館にとどまらず、学校教育活

動と理解増進活動を結びつけていくために欠かせない「学校」や、日本の科学技術の

重要な部分を担っており社会貢献活動のあり方を模索していることも多い「民間企業」

などもありうる。また、より幅広い視座から、地域の一員として「地域団体」などと連携す

る、またはその一員として参加していくことも中長期的に有効である。 

 組織間の連携にこだわらず、そこに属する個人間のネットワークを広げることで、連携

をより有機的で実りのあるものにすることができる。 

 また、人材活用の観点からも、活動の趣旨に賛同して力を貸してくれるボランティアを

積極的に活用していくことも鍵になる。現役及びリタイアした学校教員や大学・研究機

関・民間企業等の研究者・技術者をはじめ、科学コミュニケータ、学生、主婦、サラリー

マンなど様々な人々をボランティアとして活用しうる。 

 

 理解増進効果を含めた活動評価プロセスを導入し、継続的にその水準を高める。 

 理解増進活動の効果を高めていくために、活動の評価を適切なやり方で行い、その結

果を改善に役立てていくことが求められる。このことは、理解増進活動の社会的支持

の獲得にも欠かすことができないプロセスである。 

 また、本当の意味での理解増進効果が現れるには相当の時間がかかり、その効果の

把握、評価にも中長期的視点が必要である。理解増進効果の評価手法は確立されて

いないが、中長期的な理解増進効果に留意した評価、改善策の検討を模索していくこ

とが肝要である。 

 科学技術政策研究所では、2003 年に「科学館等における科学技術理解増進活動への

参加が参加者に及ぼす影響について」という調査を実施し、活動の影響をアンケートに

よって評価する手法のひな型を提案する試みを行っている。この調査では、「サイエン

ス友の会」と「宇宙少年団」という 2 つの活動（前者は科学館中心、後者は科学館以外

での活動が主）について、科学技術の理解増進に関する活動の有効性を測定するた

めに、次の点について尋ねている。 

（科学技術政策研究所が提案する評価項目のひな型） 

① 理科の好ききらい  

② 科学技術の関心分野  
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③ 活動への参加の頻度  

④ 活動に対する満足度  

⑤ 参加したことでの理科の好ききらいの変化  

⑥ 参加したことで新たに関心をもった科学技術分野  

⑦ 他の科学技術に関する講演などへの参加  

⑧ 高校、大学、就職への影響 

   （出典） 

文部科学省科学技術政策研究所 第 2 調査研究グループ（2003） 

「科学館等における科学技術理解増進活動への参加が参加者に及ぼす影響につい

て：科学技術館サイエンス友の会・日本宇宙少年団を例として」 

http://www.nistep.go.jp/index-j.html 

※「理科の好き嫌いへの影響」「科学技術に関する関心分野への影響」「学習行動への

影響」「進路選択への影響」に注目しているこの調査票は、上記 URL で参照可能。 

 英国のロンドン科学博物館では、また違った角度からの評価が行われている。同博物

館では、国際的に有名な心理学者マズローの欲求段階説に基づいて、来館者の欲求

を「物質的ニーズ」「精神的ニーズ」「知的ニーズ」「社会資本的ニーズ」の 4 つに分類し、

それぞれについて評価基準を設けている。 

 英国ロンドン科学博物館が想定する 4 つの来館者ニーズと評価基準 

ニーズ 評価基準 

物質的ニーズ 参加者がイベント中、肉体的に居心地よく過ごせるか、全ての

参加者から発言者が見え、言っていることが聞こえるか、など 

精神的ニーズ 参加者がイベント構成を理解しているか、疎外感を感じていな

いか、など 

知的ニーズ ただ話すだけでなく、参加者に考えさせるような内容になってい

るか、無秩序で偏った議論でなく、建設的な議論がなされている

か、など 

社会資本的ニーズ 参加者がイベントに参加する価値があったと感じるか、イベント

から何かを学んだと感じるか、など 
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3.2.2  効果的な理解増進活動のまとめ 

(1)  効果的な理解増進活動の手法 

 3.1.1 で提言した課題解決の方向性、及び国内主要機関や海外の先進事例における手法

の潮流を踏まえ、効果的な理解増進活動の手法についてポイントをまとめると以下の点

を挙げることができる。 

 

【科学技術に関するテーマ設定】 

 科学技術の内容よりも、「社会や生活に埋め込まれた科学技術」をテーマに伝える。 

 「文化としての科学」の意識を醸成するテーマ性を持つ。 

 

【理解増進活動についての基本的考え方】 

 一般国民・青少年等に対して、一方通行的に科学技術に関する理解増進を図るに留

まらず、双方向的かつ重層的なコミュニケーションプロセスによって、科学技術と

人々の関係性を構築することを目的とする。 

 

【アプローチ方法】 

 感動、驚き、共感、好奇心の喚起など、感性へ訴求する表現を重視して、科学や技

術に関するテーマに対する積極姿勢を誘起する。 

 社会、生活、文化、芸術等との複合的、融合的表現・情報発信により重層的に訴求

することで、日常生活や文化の中において科学や技術を見出させる。 

 自発的、内発的な興味関心の継続的展開を支援・促進して、各人に応じた科学的リ

テラシーの醸成と理解増進を図る。 

 

【活動体制】 

 学校、大学、研究機関、科学館・博物館、民間企業、地域団体等の連携により、相

互の資源を活用しながら理解増進活動を協力して効率的かつ効果的に展開する。 

 広く、地域の一員として活動することにより、当該機関及びその理解増進活動の地

域における自然な根付きを図る。 

 ボランティアを含めて、科学や技術を伝える素養又は意欲を持った人材を積極的に

活用する。 
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(2)  効果検証手法 

効果的な理解増進活動において、その効果を継続的に評価検証し、改善につなげてい

くための手法のポイントをまとめると、以下の点を挙げることができる。尚、理解増進

効果そのものの効果検証については、「理解増進の効果」の定義や評価・検証手法のあり

方を含めて、さらなる検討・研究の進展が望まれる。 

 

 個々の理解増進活動について、参加者数の把握とともに、興味喚起度、理解度、印

象評価等の活動満足度アンケートを実施して評価を得ることで、以後の当該活動の

概括的な方向性の示唆を得ることが出来る。複数の活動が行われる際に実施すれば、

比較検証も行うことができ、より有効な示唆を得られる。 

 個々の理解増進活動について、意見・感想等の自由記述式アンケートの実施や、現

場における参加者の反応・言動の把握を行うことで、当該活動の具体的な改善策の

検討や、定性的データの構造的な分析を通じた以後の当該活動の企画の示唆を得る

ことができる。 

 理解増進効果の評価は、活動参加による興味関心・理解に関する意識・行動の「継

続性・持続性」「総合性」「変容」「周囲への波及可能性」等を直接的又は間接的に読

み取ることを可能にする調査設計に基づいて行う。 

 例えば、「参加後の意識変化に関する設問（テーマの好き嫌い・興味関心分野の変化、

学習・進路選択行動の変化、以後の活動参加等の意向等）を設定して評価を得る方

法」、「参加前の科学技術に対する態度に関する設問（興味関心度、情報接触・会話

頻度、情報源等）を設定して、活動満足度との相関を分析する方法」、「複数機関の

連携等により比較的大規模な定量調査を実施し、各種活動の利用・参加実態等と社

会的な理解増進状況に関する指標の相関を分析する方法」、「参加後に自由想起によ

り印象に残った内容とその理由等を記述してもらい、定性的に評価する方法」、「参

加者からサンプリングして、フォーカスグループ・インタビューやデプス・インタ

ビューを実施し、定性的に評価する方法」、などが考えられる。 

 



 - 182 -

 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /ColorConversionStrategy /LeaveColorUnchanged
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /SyntheticBoldness 1.00
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments false
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName (http://www.color.org)
  /PDFXTrapped /Unknown

  /Description <<
    /FRA <>
    /ENU (Use these settings to create PDF documents with higher image resolution for improved printing quality. The PDF documents can be opened with Acrobat and Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF3053306e8a2d5b9a306f30019ad889e350cf5ea6753b50cf3092542b308000200050004400460020658766f830924f5c62103059308b3068304d306b4f7f75283057307e30593002537052376642306e753b8cea3092670059279650306b4fdd306430533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103057305f00200050004400460020658766f8306f0020004100630072006f0062006100740020304a30883073002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d30678868793a3067304d307e30593002>
    /DEU <>
    /PTB <>
    /DAN <>
    /NLD <>
    /ESP <>
    /SUO <>
    /ITA <>
    /NOR <>
    /SVE <>
    /KOR <FEFFd5a5c0c1b41c0020c778c1c40020d488c9c8c7440020c5bbae300020c704d5740020ace0d574c0c1b3c4c7580020c774bbf8c9c0b97c0020c0acc6a9d558c5ec00200050004400460020bb38c11cb97c0020b9ccb4e4b824ba740020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c2edc2dcc624002e0020c7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020b9ccb4e000200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe7f6e521b5efa76840020005000440046002065876863ff0c5c065305542b66f49ad8768456fe50cf52068fa87387ff0c4ee563d09ad8625353708d2891cf30028be5002000500044004600206587686353ef4ee54f7f752800200020004100630072006f00620061007400204e0e002000520065006100640065007200200035002e00300020548c66f49ad87248672c62535f003002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d5b9a5efa7acb76840020005000440046002065874ef65305542b8f039ad876845f7150cf89e367905ea6ff0c4fbf65bc63d066075217537054c18cea3002005000440046002065874ef653ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000520065006100640065007200200035002e0030002053ca66f465b07248672c4f86958b555f3002>
  >>
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


